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Ⅰ 農学部の教育目的と特徴

１．本学部は，地球生態系の中で，環境を保全し，安全な食料やエネルギーの基となる生
物資材の効率的・持続的生産を保証する包括的な科学・技術及びそれを育む文化を発展さ
せ，人類の生存と福祉に貢献する「持続共生の科学」を担い，「食料・環境・健康生命」の
関連領域で地域・国際社会に貢献できる有為な人材の育成を基本教育理念としている。こ
れに基づく教育目的及び求める学生像（アドミッションポリシー）は《資料１》のとおり
である。

《資料１：教育目的及び求める学生像（アドミッションポリシー）》

（教育目的）
・ 自然科学（生物学，化学，工学）及び社会科学（経済学，経営学）を含む総合学問領

域である農学の幅広い知識と技術を習得させ，複眼的な視野と科学的論理力を備えた
人材を養成する。

・ 「食料・環境・健康生命」に関わる解決すべき問題点とその解決策を自ら探求し，適
切に対応できる能力を持った人材を養成する。

・ 食料となる生命への畏敬の念及び公正な科学的倫理観に裏打ちされた学術研究への使
命感を持って，農学分野における地域・国際社会のニーズを発見し，新たなシーズを
生み出しうる柔軟な思考力と応用力を備えた人材を養成する。

この目的は，現行の中期目標の，「幅広く深い教養，専門的・国際的素養と豊かな人

間性を兼ね備えた人材を育成する」に対応している。

上記のような人材を養成するため，学部共通の必修導入科目を配置し，また，地域連

携や国際連携に重点をおいた教育課程を編成している。

（求める学生像（アドミッションポリシー））
・ 広くしっかりとした基礎学力を身につけている学生
・ 人間と自然の係わり合いに高い関心を有する学生
・ 未知の現象の解明に意欲的に取り組める学生
・ 国際的な活動に高い意欲を有する学生

２．本学部は，その教育研究目的を達成するため応用動物学科，植物資源学科，生物環境
制御学科，生物機能化学科，食料生産環境工学科の５学科 12 講座体制であり，各講座は複
数の教育研究分野で構成されている。

３．本学部の教育上の特徴としては《資料２》のようなものが挙げられる。

《資料２：農学部の教育上の特徴》

・ 附属食資源教育研究センター（平成 15 年度に附属農場を改組設置）が，農学部５学科
中４学科の牧場実習，農場実習を担当し，さらに，同センター教員は農学部の講義や植
物資源学科４年次生の卒業研究指導も担当している。

・ 平成 16 年度には食料生産環境工学科に地域環境工学プログラム，バイオシステム工学
プログラムが神戸大学で初めて JABEE(日本技術者教育認定機構)に認定された。

・ 平成 17 年度に採択された文部科学省「大学教育の国際化推進プログラム（戦略的国際
連携支援）」に関連して「熱帯農学海外演習」と「アジア農業環境海外演習」などを隔
年で交互に実施している。

・ 兵庫県農林水産部と連携した「兵庫県農林水産行政論」などを実施し，地域社会への
貢献を図っている。

・ 「食料」，「環境」，「健康生命」に関わる学部共通科目の「食の倫理」，「緑の保全」と
農学に関する包括的な知識と技術の修得を意図した各学科概論を必修導入科目として
配置し，専門科目等の教育への円滑な接続を可能としている。

・ 主に，高等専門学校卒業生と専門領域の異なる大学生を対象とした学部３年次編入制
度（募集定員は学部で 20 人）を設け，学習歴の異なる編入学生を広く受け入れている。
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［想定する関係者とその期待］

本学部の教育についての関係者としては，受験生・在学生及びその家族，卒業生及びそ

の雇用者，並びに地域の高校等を想定している。これら関係者からの「幅広く深い教養，

農学分野における専門的知識と技術，論理的思考能力及び国際的素養を兼ね備えた人材の

育成」という期待に応えるべく教育を実施している。
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Ⅱ 分析項目ごとの水準の判断

分析項目Ⅰ 教育の実施体制

(１)観点ごとの分析

観点 基本的組織の編成

(観点に係る状況)
本学部は，教育目的達成のために応用動物学科，植物資源学科，生物環境制御学科，生

物機能化学科，食料生産環境工学科の５学科と，更にその下に 12 講座を設置している《資
料３》。

現行の５学科は，平成５年度に小講座制を大講座制に再編統合したものであるが，急速
に拡大する社会の要請に対応するため，平成 20 年４月から更なる改組を予定している《資
料４》。これは，平成 19 年度に発足した博士課程前期課程・後期課程一貫の大学院農学研
究科での研究成果を学部の教育研究により反映させるため，大学院の３専攻６講座に直結
した３学科６コースを設置するものである。

学科別の専任教員数ほかは《資料５》に示すとおりである。各学科のカリキュラムにお
いて主要な授業科目は必修に指定され，専任の教授もしくは准教授が担当している。また，
実験，実習，演習等は，助教も担当している。

学生定員と現員の状況については，《資料６》に示すとおりである。平成 16～19 年度の
定員充足率は平均 111％であり，目安とされる±10%の上限を僅かに超えた値となっている。
これは，入学志願者が多いことから，入学試験の合否ライン付近で点数が接近し，募集定
員より若干多い人数を合格者と判定せざるを得ないことに加え，入学辞退者が予想より少
ない最近の傾向に因るものである。一方，学生総在籍者数は，平成 19 年５月１日現在で
739 人となっている《資料３》。これは定員 640 人（３年次編入学を含む）に対して約 15％
超過であるが，編入学においても編入学定員の 10%程度多く入学していることと，留年生
が 29 人いるためである。専任教員一人あたりの学生収容定員は，平成 18 年度以前は７～
10 人であったが，平成 19 年度には助教も講義を担当できるようになったため，６～９人
となった。学科によってやや不均衡があるものの必要な教員が確保されているといえる。
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《資料３：農学部の構成（平成 19 年５月１日現在）》
教員数

学 科 講 座 教育研究分野
教授 准教授・講師 助教

学生現員数

動 物 遺 伝 育 種 学

生 殖 生 物 学

発 生 工 学
応用動物遺伝学

動 物 多 様 性 利 用 科 学

栄 養 生 化 学

形 態 機 能 学

応用動物学科

動物機能調節学
感 染 症 制 御 学

７

（１）
５ ３

１年 ２６

２年 ２８

３年 ３０

４年 ３３

合計 １１７

資 源 植 物 生 産 学

植 物 育 種 学資源植物学
森 林 資 源 学

果 樹 科 学

花 卉 野 菜 科 学

資 源 利 用 科 学
園芸資源学

園 芸 植 物 生 理 生 化 学

食 料 経 済 学

食 料 生 産 管 理 学

植物資源学科

食料環境経済学
食 料 情 報 学

８ ９ ３

１年 ３６

２年 ３４

３年 ４２

４年 ５０

合計 １６２

土 壌 学
生物環境学

植 物 栄 養 学

熱 帯 植 物 学

植 物 遺 伝 学

細 胞 機 能 構 造 学
植物機能制御学

機 能 制 御 化 学

農 薬 生 化 学

植 物 病 理 学

生物環境制御学科

生物制御学
昆 虫 科 学

９

（１）

７

（１）

３

（１）

１年 ３７

２年 ４１

３年 ４３

４年 ４４

合計 １６５

生 物 化 学

食 品 ・ 栄 養 化 学

有 機 機 能 分 子 化 学
生物機能分子化学

生 物 機 能 物 理 化 学

植 物 資 源 利 用 化 学

動 物 資 源 利 用 化 学

微 生 物 機 能 化 学

生物機能化学科

生物機能利用化学

生 物 機 能 開 発 化 学

９ ７ ４

１年 ３４

２年 ３５

３年 ４０

４年 ４３

合計 １５２

水 環 境 学

土 地 環 境 学

施 設 環 境 学
地域環境工学

環 境 情 報 学

生 産 機 械 学

プ ロ セ ス 工 学

生 産 情 報 学

食料生産環境工学科

バイオシステム工学

生 産 計 画 学

７ ４ ２

１年 ３４

２年 ３２

３年 ３３

４年 ４４

合計 １４３

附属食資源教育研究センター 作物系，園芸系，畜産系 １ ２ ２

合計【（）内は農学部関連教員】 ４１（２） ３４（１） １７（１） ７３９

《資料４：「農学部の改組について－説明資料（要旨）－」（p.1 抜粋）》

改組計画の概要

神戸大学農学部は，創設以来 57 年間，私達人間の「生命と生活」を支える基幹産業で

ある農業及び食品等関連産業に科学的根拠を与える伝統的な学問領域としての農学の振

興を使命としてきた。人類を飢餓から救済するための食料・食品生産技術の確立は，農学

のもつ不動の使命である。一方，農学の範疇は急速に変化し拡大している。特に，環境保

全と両立した持続可能な食料生産基盤の確立や生産者と消費者を結ぶ地域コミュニティ

ー文化の再生，食料生産と環境保全の基礎素材である生物資源の有効活用・管理・機能開

発，及び安全安心な食を通じた健康増進と新規バイオ産業の創成に貢献できる総合・学際

科学と革新技術の振興が，21 世紀の農学に求められている。

農学部は，以上の基本認識に基づき，大学院農学研究科とともに，「農場から食卓まで

（From Farm to Table）」をキーワードに掲げ，「食料」，「環境」，「健康生命」に関わる諸

問題の解決を通じて人類の生存と福祉に貢献する「持続共生の科学」を担う。この目標の

もと，以下の組織改革を行う。
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１）大学院農学研究科へ接続した３学科（食料環境システム学科，資源生命科学科，生命

機能科学科）を設置する。

２）各学科に専門性と学際性・総合性を重視した２コースを設置する。すなわち，食料環

境システム学科に生産環境工学コースと食料環境経済学コースを，資源生命科学科に応

用動物学コースと応用植物学コースを，生命機能科学科に応用生命化学コースと環境生

物学コースを置く。

３）大学院農学研究科附属の食資源教育研究センター，地域連携センター，食の安全安心

科学センターとの協働，及び自然科学系先端融合研究環遺伝子実験センターとの連携を

強化する。

４）学生の勉学・進学・就職・生活を支援する学生委員会の活動を強化するため，その窓

口となる「学生支援室」を設ける。

５）企画室における学部運営機能を強化するとともに，各種委員会などの学部運営組織を

再編し，大学院農学研究科と農学部の教育研究及び産官学連携の効果的な推進体制を整

備する。

（ 改 組 前 ） （ 改 組 後 ）

学 科 大 講 座 教 育 研 究 分 野 教 育 研 究 分 野 コ ー ス 学 科

水 環 境 学 水 環 境 学

土 地 環 境 学 土 地 環 境 学

施 設 環 境 学 施 設 環 境 学

環 境 情 報 学 地 域 共 生 計 画 学

プ ロ セ ス 工 学 農 産 食 品 プ ロ セ ス 工 学

生 産 機 械 学

生 産 情 報 学

生 産 計 画 学 生 体 計 測 工 学

食 料 経 済 学 食 料 経 済 学

食 料 生 産 管 理 学 食 料 生 産 管 理 学

食 料 情 報 学 食 料 情 報 学

動 物 遺 伝 育 種 学 動 物 遺 伝 育 種 学

動 物 多 様 性 利 用 科 学 動 物 多 様 性 利 用 科 学

生 殖 生 物 学 生 殖 生 物 学

発 生 工 学 発 生 工 学

栄 養 生 化 学 栄 養 代 謝 学

分 子 形 態 学

組 織 生 理 学

感 染 症 制 御 学 感 染 症 制 御 学

動 物 遺 伝 資 源 開 発 学

資 源 植 物 生 産 学 資 源 植 物 生 産 学

植 物 育 種 学 植 物 育 種 学

森 林 資 源 学 森 林 資 源 学

果 樹 科 学 果 樹 園 芸 学

花 卉 野 菜 科 学 花 卉 野 菜 園 芸 学

資 源 利 用 科 学 園 芸 保 蔵 利 用 学

園 芸 植 物 生 理 生 化 学 熱 帯 有 用 植 物 学

植 物 遺 伝 資 源 開 発 学

生 物 化 学 生 物 化 学

食 品 ・栄 養 化 学 食 品 ・栄 養 化 学

天 然 有 機 分 子 化 学

有 機 機 能 分 子 化 学

生 物 機 能 物 理 化 学 環 境 分 子 物 理 化 学

植 物 資 源 利 用 化 学 植 物 機 能 化 学

動 物 資 源 利 用 化 学 動 物 資 源 利 用 化 学

微 生 物 機 能 化 学 微 生 物 機 能 化 学

生 物 機 能 開 発 化 学 生 物 機 能 開 発 化 学

糖 鎖 機 能 化 学

土 壌 学 土 壌 学

植 物 栄 養 学 植 物 栄 養 学

熱 帯 植 物 学

植 物 遺 伝 学 植 物 遺 伝 学

細 胞 機 能 構 造 学 細 胞 機 能 構 造 学

機 能 制 御 化 学 細 胞 機 能 制 御 学

農 薬 生 化 学 環 境 物 質 科 学

植 物 病 理 学 植 物 病 理 学

昆 虫 科 学 昆 虫 機 能 学

分 野 別 改 組 移 行 図

生
物

環
境
学
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学
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工
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工
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学

応
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物
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工
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生
物
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学

生
物
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生
物
機
能
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化
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生
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植
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《資料５：学科別学生定員及び教員数》

《資料６：学科別入学者数（平成 16 年度～平成 19 年度）》

年度 学科 定員 入学者数 定員充足率 専任教員数 学生／教員 備考

応用動物学 25 29 1.16

植物資源学 33 38 1.15

生物環境制御学 34 35 1.03

生物機能化学 30 32 1.07

食料生産環境工学 28 33 1.18

16

計 150 167 1.11

応用動物学 25 27 1.08

植物資源学 33 38 1.15

生物環境制御学 34 37 1.09

生物機能化学 30 33 1.10

食料生産環境工学 28 32 1.14

17

計 150 167 1.11

応用動物学 25 28 1.12 14 7.14 講師以上

植物資源学 33 34 1.03 19 6.95 講師以上

生物環境制御学 34 39 1.15 17 8.00 講師以上

生物機能化学 30 35 1.17 17 7.06 講師以上

食料生産環境工学 28 34 1.21 11 10.18 講師以上

18

計 150 170 1.13

応用動物学 25 26 1.04 17 5.88 助教以上

植物資源学 33 36 1.09 23 5.74 助教以上

生物環境制御学 34 37 1.09 19 7.16 助教以上

生物機能化学 30 34 1.13 20 6.00 助教以上

食料生産環境工学 28 34 1.21 12 9.33 助教以上

19

計 150 167 1.11

教 員 数 （学 士 課 程 ：平 成 １８年 ５月 １日 現 在 ）

男 女 男 女 男 女 男 女 計 ：男 計 ：女 総 計 男 女 男 女

農 学 部 応 用 動 物 学 科 100 8 6 14 0 14 3 1

植 物 資 源 学 科 132 10 1 6 1 1 17 2 19 5 3

生 物 環 境 制 御 学 科 136 10 7 17 0 17 3 3

生 物 機 能 化 学 科 120 10 7 17 0 17 4 1

食 料 生 産 環 境 工 学 科 112 6 3 1 1 10 1 11 3 1 4

（編 入 学 定 員 ） 40 3

教 員 数 （学 士 課 程 ：平 成 １９年 ５月 １日 現 在 ）

男 女 男 女 男 女 男 女 計 ：男 計 ：女 総 計 男 女 男 女

農 学 部 応 用 動 物 学 科 100 7 6 4 17 0 17 2

植 物 資 源 学 科 132 8 1 8 1 1 4 21 2 23 3

生 物 環 境 制 御 学 科 136 9 7 3 19 0 19 2

生 物 機 能 化 学 科 120 9 7 3 1 19 1 20 2

食 料 生 産 環 境 工 学 科 112 5 1 3 1 2 11 1 12 5

（編 入 学 定 員 ） 40 2

講 師収 容 定 員学 科 ・課 程学 部
助 手

非 常 勤
教 員 数設 置 基 準 上 の

必 要 数

助 教 計

専 任 教 員 数 （現 員 ）

教 授 准 教 授

学 部 学 科 ・課 程 収 容 定 員

専 任 教 員 数 （現 員 ）
助 手

非 常 勤
教 員 数教 授 助 教 授 講 師 助 教 計 設 置 基 準 上 の

必 要 数
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観点 教育内容，教育方法の改善に向けて取り組む体制

(観点に係る状況)

教員の質的向上を図るために自己評価・点検委員会を設置し，授業評価に関する学生・

教員アンケート調査と FD 研修会を実施している。FD 研修会は，立案を企画室（学部長，

副学部長）が担当し，平成 16 年９月から平成 19 年 11 月まで７回開催（平均参加人数は約

60 人）した《資料７》。その内容は「教育方法改善」のみならず「研究プロジェクト」や

「産官学連携」などに及んでいる。今後，教務委員会がその実施に関わる予定である。ま

た，JABEE 実施学科《別添資料１：JABEE 認定証》では学生が教育全般に対する意見と要望

を述べ，教員を交えて協議する学生フィードバック委員会，教育課程の編成や科目内容の

調整を行う教員間連絡委員会が活動しており，その議事録をホームページ上で公開してい

る《資料８》。

平成 16，17 年度には，農学部における前期・後期の全開講科目を対象に行っていた授
業評価に関する学生・教員アンケート調査を自己評価・点検委員会が取りまとめた結果を
報告し，授業改善のための FD 研修会を開催した。また，個別に集計結果を教員へ返却する
ことにより，一部の教員から授業方法の改善例が報告されており《資料９》，学生の意見に
より授業の改善が行われていると評価できる。

《資料７：農学部ファカルティデベロップメント（FD）実施状況》

年月日 農学部ＦＤ研修会題名と参加人数

平成 16 年

9 月 29 日

「よりよい授業に向けてー学生及び授業アンケートを終えてー」

講師：眞山滋志 農学部長，中村千春 自己点検・評価委員会委員長ら，

参加人数：６５名

平成 17 年

5 月 27 日

「植物と微生物の種を超えたコミュニケーション」

講師：杉本幸裕 神戸大学農学部教授，佐伯和彦 奈良女子大理学部教授ら，

参加人数：６５名

平成 17 年

6 月 28 日

「甲南大学の現状について－事務職員の能力向上に向けた取組－」

講師：中村英雄 甲南大学人事部人事課長

参加人数：５０名

平成 17 年

7 月 22 日

「理学部改修の前と後」

講師：佐々木武 神戸大学理学部教授・前理学部長

参加人数：６５名

平成 17 年

12 月 16 日

「学内発の卓越した研究プロジェクト－食の安全安心科学教育研究プロジェ

クト－」

講師：内田一徳 農学部教授

参加人数：６５名

平成 18 年

1 月 18 日

「よりよい授業に向けて－学生及び授業アンケートを終えて－」

講師：農学部各学科代表教員

参加人数：６５名

平成 19 年

6 月 22 日

「食料・農業・農村白書」

講師：八百屋 市男 農林水産省大臣官房情報課課長補佐

参加人数：６０名
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《資料８：JABEE 実施学科における学生フィードバック委員会の活動状況掲載ホームペ

ージから抜粋例》

《資料９：授業評価アンケートに基づく教員の授業改善例》 (教員アンケート集計結果より要約，抜粋)

・ 黒板の早消し解消。板書量の増加。字の大きさ，丁寧さを改善した

・ 授業の内容と関係する論文，新聞記事等をできるだけ多く配布し，学生の理解を促した

・ 学生の理解度を確認し，それに合わせて付随資料・講義を追加する。講義の進捗速度

・ 外国語を母国語とする学生が増え，講義を英語で行う，あるいはスライドおよび資料は英語で作成し

ている

・ 写真やムービーなどをなるべく取り入れ，視覚的に理解できるよう工夫している

・ 毎時間行う内容のプリントを配布また可能な限りパソコンを用いた例題を取り入れている
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(２)分析項目の水準及びその判断理由
(水準) 期待される水準を大きく上回る。

(判断理由)

基本的組織の構成については，社会動向や学問領域の発展を勘案した上で，適切な教育

を実施するために適宜見直しを行っている。FD については，幅広いテーマを扱い学部教育

や教育課程の改善に活用しており，また，JABEE 実施学科における教育改善の活動，学生

のアンケート回答に対応した授業方法の改善があり，本学部の教育の実施体制は期待され

る水準を大きく上回っていると判断する。
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分析項目Ⅱ 教育内容

(１)観点ごとの分析

観点 教育課程の編成

(観点に係る状況)

教育課程は『全学共通授業科目』及び『専門科目』から構成される。

『全学共通授業科目』の教養原論，外国語科目，情報科目，健康・スポーツ科学では，

幅広い教養と知識を身につけると共に，国際コミュニケーション能力，ネットワーク・リ

テラシーと健康管理能力の涵養を目指している《資料 10》。また，全学共通の共通専門基

礎科目では，数学，物理学，化学，生物学等の科目を，本学部の『専門科目』を理解する

基礎として配置し，専門教育への円滑な移行を図っている《資料 11》。

『専門科目』では，農学に関する包括的な知識と広い視野を身につけた後に，より高度

な専門知識を修得するという教育課程編成方針に沿って，導入的，基礎的な専門科目から，

より高度な，もしくは応用的な専門科目となるように授業を配置し，学科毎に体系的な教

育課程を編成している《別添資料２：農学部各専門科目カリキュラム体系表（平成 18 年度

版）》。学部共通の導入科目としては，本学部の特徴でもある「食料・環境・健康生命」に

関する授業科目「食の倫理」，「緑の保全」を１年次に必修科目として配置している（「Ⅲ質

の向上度の判断」事例３参照）。また，学部共通科目として，文部科学省の「大学教育の国

際化推進支援プログラム（戦略的国際連携支援）」（平成 17 年度採択）による「熱帯農学海

外演習」と「アジア農業環境海外演習」に加え，兵庫県農林水産部と連携した「兵庫県農

林水産行政論」などを実施しており，国際的コミュニケーション能力や国際的視点に基づ

く分析能力の涵養，社会からの要請に対応した教育内容といった教育目的の達成に努めて

いる（「Ⅲ質の向上度の判断」事例２参照）。

教育課程の体系的な編成例として，食料生産環境工学科 (JABEE 認定バイオシステム工

学プログラム)を挙げる《資料 12》（「Ⅲ質の向上度の判断」事例１参照）。

農学部規則の別表第２《資料 13》に掲げたとおり，各学科の卒業に必要な単位数 133～

134 の内訳は，全学共通科目（選択必修）を 28 単位，共通専門基礎科目（必修・選択）を

14～18 単位，専門科目（必修・選択）を 87～92 単位としている。
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《資料 10：授業科目配当表，一部抜粋》
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《資料 11：シラバス，一部抜粋》
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《資料 12：食料生産環境工学科・バイオシステム工学講座，履修モデル》
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《資料 13：農学部規則別表第２》

別表第２ 履修要件（第５条関係）

別表第１に掲げる教養原論の
各区分ごとの授業科目

12 12 12 12 12

別表第１に掲げる教養原論の
各区分ごとの授業科目

4 4 4 4 4

別表第１に掲げる外国語科目
の授業科目

別表第１に掲げる外国語科目
の授業科目

独語、仏語、中国語及びロ
シア語のうちから１科目を選
択のこと｡

別表第１に掲げる情報科目の
授業科目

別表第１に掲げる健康・スポー
ツ科学の授業科目

必修

別表第１に掲げる共通専門基
礎科目の授業科目のうちから
各学科ごとに同表に定める授
業科目

8 0 0 8 6

選択

別表第１に掲げる共通専門基
礎科目の授業科目のうちから
各学科ごとに同表に定める授
業科目

10 16 14 10 10

注）応用動物学科、生物環
境制御学科及び生物機能
化学科では情報科目「情報
科学」を算入できる。

必修

別表第１に掲げる専門科目（共
通専門基礎科目を除く。）の授
業科目のうちから各学科ごとに
同表に定める授業科目

35 23 32 46 54
植物資源学科及び食料生
産環境工学科では、選択
必修の単位を含む。

選択

別表第１に掲げる専門科目（共
通専門基礎科目を除く。）の授
業科目のうちから各学科ごとに
同表に定める授業科目

42 58 56 32 36
食料生産環境工学科につ
いては各プログラム指定科
目から修得すること。

自由

別表第１に掲げる専門科目（共
通専門基礎科目を除く。）の授
業科目及び各学科が認める他
学部の授業科目

総合科目Ⅰ及び総合科目Ⅱ自由科目

8789 9287

133 134

専門科目

教
養
原
論

「人間形成と思想」
～

「経済と社会」

「数理と情報」～
「総合教養」

外
国
語
科
目

外国語第Ⅰ

外国語第Ⅱ

1 1

備 考

18 16

4 4

必 要 修 得 単 位 数

6

1

18

合 計 133 133 134

16 14

90

4

1

1

1 1

1 1

6

1

6

4 4

6 6

生物機能化学科 食料生産環境工学科

16 16 16 16

応用動物学科

16

植物資源学科 生物環境制御学科

共通専
門

基礎科
目

授業科目授業科目の区分等

健康・スポーツ科学

情 報 科 目
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観点 学生や社会からの要請への対応

(観点に係る状況)

本学部では，学生の多様なニーズや社会や地域から要請等に対応した教育課程の編成に

配慮し，以下のような対応を実施している。

他学部の授業科目の履修：

学科ごとに他学部開講科目履修のための自由科目を設けている《資料 14》。

インターンシップによる単位認定：

インターンシップに対応した科目「地域環境工学現地実習」等において，講義内容の実

践的理解と，実際の現場で必要とされる能力の体験的修得を図っている《資料 15》。成績

評価方法はシラバスに明示している《資料 16》。

JABEE 認定プログラム：

食料生産環境工学科において，二つの JABEE 認定プログラムが運用されており，技術者

教育の質の確保に対する社会の要請への対応が採られている。

大学教育の国際化推進プログラム：

平成 17 年度に採択された文部科学省「大学教育の国際化推進プログラム（戦略的国際

連携支援）」において，「熱帯農学海外演習」と「アジア農業環境海外演習」などを隔年で

交互に実施しており，国際的コミュニケーション能力や国際的視点に基づく分析能力の涵

養，国際社会からの要請に対応した教育内容といった教育目的の達成に努めている。

社会的な要請の強い科目の履修：

技術者倫理を涵養するための科目「技術・社会・倫理」，発表・討議により自主性，創

造力を高める学科導入科目「バイオシステム工学通論」等，国際的なコミュニケーション

能力と視野を修得するための海外提携大学との協同による科目「アジア農業戦略入門」，「熱

帯農学海外演習」等，更に地域連携に関する科目「兵庫県農林水産行政論」「農業農村フィ

ールド演習」を開講している。

３年次編入制度：

主に，高等専門学校卒業生と専門領域の異なる大学生を対象とした学部３年次編入制度

を設けている。

《資料 14：他学部授業科目の履修実績》

年度 件数

平成１６年度 201

平成１７年度 239

平成１８年度 96

平成１９年度 284

《資料 15：インターンシップ活動実績》

実施年 科目名 履修者数

平成１６年度 地域環境工学現地実習 18

平成１７年度 地域環境工学現地実習 17

〃 生物生産工学現地実習 4

平成１８年度 地域環境工学現地実習 21

平成１９年度 地域環境工学現地実習 15

〃 生物生産工学現地実習 1
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《資料 16：シラバス抜粋インターンシップ関係科目「地域環境工学現地実習」》

(２)分析項目の水準及びその判断理由
(水準) 期待される水準を上回る。

(判断理由)

本学部の特徴である食料・環境・健康生命に関する農学に対する広範な知識と視野を養

った後に，より高度な専門知識を習得するという教育課程の編成方針に沿った体系的な教

育課程を編成している。併せて，社会・地域等の要望に対する対応科目が整備され，イン

ターンシップ対応科目も配慮され，国際的な教育プログラムや JABEE プログラム，３年次

編入制度が運用される等，学生からのニーズにも配慮した教育課程の編成となっているこ

とから，本学部の教育内容は，期待される水準を上回るものと判断する。
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分析項目Ⅲ 教育方法

(１)観点ごとの分析

観点 授業形態の組合せと学習指導法の工夫

(観点に係る状況)

本学部においては，授業は講義のみならず実験，実習，演習と多様な形態の組合せで実

施され，知識を実体験によって効果的に獲得できるよう工夫している。例えば，植物資源

学科では，資源植物学概論，食用資源植物学等の講義に加え，植物資源学基礎実験・応用

実験，植物資源学専門演習，植物資源学各論 I・Ⅱ，農場実習 I・Ⅱを配置している。

附属食資源教育研究センターを利用して行う「農場実習」や「牧場実習」，さらには海

外で実施する「熱帯農学海外演習」や「アジア農業環境海外演習」，篠山市と連携して行う

「農業農村フィールド実習」は典型的なフィールド型授業である。

４年次に各教育研究分野で行うゼミ（各論）は少人数の対話・討論型授業である。各学

科の２，３年次に実施される「実験・実習」においては，受講生５人当たり１名以上の TA

を配置し密度の高い指導を行っている《資料 17》。本学部の各教室及び多目的会議室に，

LAN に接続できる端子とプロジェクター用スクリーンを設置し，各種 AV 機器等による web

上の画像，動画等を用いた授業を行っている。

《資料 17：実験・実習科目における TA 採用実績》

TA 採用科目数
受講生

数

TA

数

受講者/TA

の割合

平成 16 年度 19 460 112 4.1

平成 17 年度 20 558 122 4.6

平成 18 年度 15 392 98 4.0

平成 19 年度 15 447 121 3.7

観点 主体的な学習を促す取組

(観点に係る状況)
学生の自主学習への配慮に係る状況としては，平成 18，19 年度の学舎改修によって新

たな自習室（8:00～19:00）の設置など格段に整備が進んだ。特に，e-ラーニング室（9:00
～18:00）における英語の自習システムは全学的にも早期に導入したものであり，「熱帯農
学海外演習」，「アジア農業環境海外演習」や「アジア農業戦略入門－英語特別講義－」で
活用されている《資料 18》。一方，自主ゼミ等の活動に関する支援状況としては，平成 17
年度までは演習室は１室のみであったが，学舎改修後，ゼミ等に利用できる会議室，演習
室を 11 室と大幅に増室した。

各学科では，入学時，コース選択時，研究室分属時等に，それぞれ履修ガイダンスを実

施し，学生の主体的な学習を促し，授業時間外の学習時間の確保に努めている。履修ガイ

ダンスは，各学科に学年毎に配置された修学指導教員が教務委員会の支援を受け，実施す

る。二つのJABEEプログラム(食料生産環境工学科)においては，学生一人に指導教員(チュ

ーター教員)一人を配置し，履修指導を入学時から卒業までの期間，一貫して行う体制を取

っている。オフィス・アワーの学生面談，学生(履修)ポートフォリオの作成を通じて，系

統的な履修を検証しながら進めている。また，授業時間外の学習を促すために，84科目(本

学部開講科目の約37%に相当)においてレポートを課している《資料19》ほか，履修科目の

登録の上限として，年間54単位(平成19年度入学生)を定めている。ただし，JABEE指定科目

の履修に際して個別に学科で認定する学生や，優秀な学生に対して，履修単位上限の適用

除外を認めている《資料20》。

「熱帯農学海外演習」と「アジア農業環境海外演習」は，海外における体験的学習であ

り，授業時間外の学習効果が高く，学生からの評価は高い《資料21》。
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《資料18：e-ラーニング室を使用している講義及び人数》

【平成１８年度】
アジア農業環境海外演習 ９人
農学技術外国語演習 ８４人
アジア農業戦略入門 １２人

計 １０５人

【平成１９年度】
熱帯農学海外演習 ３８人
国際動植物防疫演習 ２０人
アジア農業戦略入門 １４人
農学技術外国語演習 履修前

計 ７２人

《資料19：シラバスの内容にレポート等を含めている授業》

平成１９年度
【応用動物学】 【植物資源学】 【生物環境制御学】 【食料生産環境工学】
応用動物学概論 資源植物学概論 生物環境制御学基礎実験 地域環境工学通論 農業技術文明論

応用動物学実験 園芸資源学概論 基礎土壌学 工業力学 機械計測法及び実験

基礎生殖生物学 食料環境経済学概論 植物栄養学 情報処理Ⅱ，Ⅲ 機械実験法及び実験

生殖生物学 植物資源学基礎実験 外国書購読 材料力学 流体工学

応用免疫学 植物資源学専門実験 生物環境制御学専門実験 力学演習Ⅰ，Ⅱ 食品化学工学

病態機構学 植物資源学専門演習 生物環境制御学各論 水理学Ⅰ，Ⅱ ポストハーベスト工学

生殖内分泌学 果樹資源学 基礎植物栄養学 写真測量とリモートセンシング 生産プロセス工学

動物集団遺伝学 野菜園芸学 土壌と環境 測量学及び実習Ⅰ，Ⅱ 生産情報論

果樹園芸学 分子遺伝学 土木情報施工法 生物生産工学特別講義

森林資源学 害虫制御論 応用水文学Ⅰ，Ⅱ 生物生産工学現地実習

食料政策 生理活性物質論 生産環境保全論

農業計算学 土壌微生物学 構造力学Ⅰ，Ⅱ

情報処理演習 植物遺伝資源学 土質工学Ⅰ 【学部共通】
食料情報学 生物有機化学 水利施設工学Ⅰ，Ⅱ 食の倫理

地域調査論 【生物機能化学】 建設材料学 緑の保全

農業発展論 生物機能化学概論 土壌物理学 アジア農業環境海外演習

組織管理論 生物機能化学実験Ⅰ，Ⅱ 環境工学 アジア農業戦略入門

食料・農業システム 食品生化学 鉄筋コンクリート工学 農学技術外国語演習

経営戦略論 生物物理化学 土地改良法 熱帯農学海外演習

放射線化学 地域環境工学特別講義

微生物遺伝学 地域環境工学現地実習

地域環境工学実験法及び実験
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《資料20：履修科目の登録の上限を超える者の基準に関する内規》

《資料21：海外演習受講学生の感想（抜粋）》

・ 今回の実習はとても満足できるものだった。農業を実際に見たのはとても良かっ

た。

・ ベトナムへいった６日間はとても内容の濃い毎日でした。ベトナムの文化に触れて

現地の人と交流できたことはとてもいい経験になりました。

・ 今まで日本以上，同じレベルの外国にしか行ったことがなかったので，日本に帰っ

てきてものの見方が変わった気がします。先生方には本当に感謝しています。

・ ベトナムに行ったこと自体は私自身が熱帯植物を扱う学問を専攻した点からも非

常に良い経験になりました。現地で経験したことを今後の研究に役立てられたら素

敵なコトだと思います。

・ 英語を使うことで日本に帰ってから勉強の意識がかわりました。今回の内容で十分

に良いと思います。プレゼンテーションはやって良かったと思います

・ 報告会にむけて調べ学習をしたこと，その発表を見られたことでより印象深く，そ

して価値を高めることができた。

・ 38 人それぞれ違った視点で，同じテーマでも様々な意見や考察があって，１人でベ

トナムに行くよりも，多くの体験ができたような気がします。報告会も含めて今回

の熱帯農学海外演習に参加して楽しかったです。

・ 魅力的なプログラムなので，今後さらに発展し，活発なプログラムにしていってほ

しいです。

・ 本当に今回，この授業に参加することができて，良かったと思います。

・ 演習に行く前と後のプレゼンテーションもすごくためになりました。

・ 事前学習と報告会はこのまま続けるべきだと思います。
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(２)分析項目の水準及びその判断理由
(水準) 期待される水準を上回る。

(判断理由)

授業構成は，講義，実験，実習，演習が教育目的に沿ってバランスよく配置されており，

TA を活用した密度の高い授業や AV 機器を利用した多様な授業を展開している。海外体験

的学習を取り入れた科目設定や e-ラーニングシステム等の環境整備は学習意欲を高め，時

間外の学習を時間・質的に向上させるに高い効果があると考えられる。さらに，JABEE プ

ログラムにおいては，チューター教員による丁寧な履修指導，学生ポートフォリオの活用

による履修の方向性に関する指導等，入学から卒業まで一貫した指導体制を採っている。

以上のことから，本学部の教育方法は期待される水準を上回ると判断する。
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分析項目Ⅳ 学業の成果

(１)観点ごとの分析

観点 学生が身に付けた学力や資質・能力

(観点に係る状況)

最終学年への進級率《資料 22》は各学科・年度で異なるが，年度毎の平均値及び過去５

年間の全平均値は約 90％である。進級者とは３年次修了時点で指定開講科目の単位修得と

修学期間が規定に達している学生である。

卒業率《資料 23》は各学科・年度で異なるが，77％以上である。年度毎に各学科の卒業

率を平均した値は 88％以上で，過去５年間の全平均値は 92％である。卒業できなかった残

り８％の学生は，家庭の事情や経済的理由あるいは病気等の理由により途中休学した者が

多いが，大半は休学事由の解消後は復学・卒業している。修学意欲を喪失して退学する学

生や学費未納による除籍に至る学生はごく僅かである。

なお，大学院への進学率は 65％であり，その中の 84％は本学大学院自然科学研究科博士

課程前期課程農学系又は農学研究科に進学している《資料 24》。

《資料 23：学部生の卒業率》

15 応用動物学 29 27 93%
植物資源学 40 34 85%
生物環境制御学 38 38 100%
生物機能化学 40 38 95%
食料生産環境工学 28 26 93%

計 175 163 93%
16 応用動物学 34 32 94%

植物資源学 43 40 93%
生物環境制御学 41 38 93%
生物機能化学 40 38 95%
食料生産環境工学 27 27 100%

計 185 175 95%
17 応用動物学 27 25 93%

植物資源学 42 36 86%
生物環境制御学 44 34 77%
生物機能化学 35 35 100%
食料生産環境工学 38 35 92%

計 186 165 89%
18 応用動物学 34 34 100%

植物資源学 42 35 83%
生物環境制御学 47 42 89%
生物機能化学 34 34 100%
食料生産環境工学 31 27 87%

計 188 172 91%
19 応用動物学 28 28 100%

植物資源学 48 43 90%
生物環境制御学 43 38 88%
生物機能化学 38 36 95%
食料生産環境工学 34 31 91%

計 191 176 92%
全合計 925 851 92%

学部生卒業率

卒業率年度 学科名
卒業可能
者数

卒業者数

《資料 22：４年生への進級率》

16 応用動物学 33 32 97%
植物資源学 42 38 90%
生物環境制御学 45 38 84%
生物機能化学 40 38 95%
食料生産環境工学 32 24 75%

計 192 170 89%
17 応用動物学 30 27 90%

植物資源学 42 33 79%
生物環境制御学 45 38 84%
生物機能化学 35 35 100%
食料生産環境工学 40 38 95%

計 192 171 89%
18 応用動物学 32 30 94%

植物資源学 41 37 90%
生物環境制御学 48 43 90%
生物機能化学 38 35 92%
食料生産環境工学 33 28 85%

計 192 173 90%
19 応用動物学 33 29 88%

植物資源学 46 44 96%
生物環境制御学 41 35 85%
生物機能化学 42 38 90%
食料生産環境工学 39 31 79%

計 201 177 88%
20 応用動物学 34 33 97%

植物資源学 44 39 89%
生物環境制御学 47 44 94%
生物機能化学 43 43 100%
食料生産環境工学 41 38 93%

計 209 197 94%
全合計 986 888 90%

4年生への進級率

年度 学科名 在籍者数 進級者数 進級率
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観点 学業の成果に関する学生の評価

(観点に係る状況)

平成 16・17 年度には，学部独自で択一式と記述式の項目による無記名式の授業アンケー

トを前・後期とも実施し，授業に対する学生の意見聴取を行った。平成 18 年度後期，平成

19 年度前・後期については学部独自のアンケートに替えて，統一された質問項目による全

学授業アンケートを後期の全授業(但し少人数制のゼミ授業や演習科目を除く)に対して実

施し，学生の意見聴取を行った。更に，教員が個別にアンケートを実施している例や，学

生から種々の意見を聴取するための委員会を設置している学科も存在する。

平成 18 年度の Web によるアンケートの結果《資料 25》から，授業に 90％以上出席した

者は 77％(Q１)，授業中の受講態度が積極的だった者は 68％(Q２)，授業の到達目標と成績

評価方法が明確にされていたと受け取った者は 66～69％(Q５,Q６)，授業がよく理解でき

たと考える者は 63％(Q12)，授業を受けて当該分野への興味が増したと感じる者は 69％

(Q13)，総合的に判断して授業は有益だったと考えている者は 80％であった(Q15)。

《資料 24：学部学科別卒業者の進路状況》

自大学 他大学 計 割合
15 応用動物学 27 18 2 20 74% 6 6 6 22% 1 4%

植物資源学 34 15 5 3 23 68% 8 8 8 24% 3 9%
生物環境制御学 38 17 7 24 63% 10 3 7 10 26% 4 11%
生物機能化学 38 26 1 27 71% 6 2 4 6 16% 5 13%
食料生産環境工学 26 14 2 16 62% 7 4 3 7 27% 3 12%

計 163 90 17 3 110 67% 37 2 7 28 37 23% 16 10%
16 応用動物学 32 19 6 25 78% 5 5 5 16% 2 6%

植物資源学 42 22 5 27 64% 10 4 6 10 24% 5 12%
生物環境制御学 38 26 1 27 71% 5 2 3 5 13% 6 16%
生物機能化学 39 16 6 22 56% 13 2 11 13 33% 4 10%
食料生産環境工学 27 9 3 12 44% 12 6 6 12 44% 3 11%

計 178 92 21 0 113 63% 45 2 12 31 45 25% 20 11%
17 応用動物学 25 12 5 1 18 72% 6 1 1 4 6 24% 1 4%

植物資源学 36 21 5 26 72% 8 2 6 8 22% 2 6%
生物環境制御学 34 19 4 23 68% 10 1 3 6 10 29% 1 3%
生物機能化学 36 23 4 3 30 83% 4 1 3 4 11% 2 6%
食料生産環境工学 35 14 1 15 43% 17 5 12 17 49% 3 9%

計 166 89 19 4 112 67% 45 2 12 31 45 27% 9 5%
18 応用動物学 34 20 4 24 71% 6 6 6 18% 4 12%

植物資源学 35 14 1 1 16 46% 18 1 17 18 51% 1 3%
生物環境制御学 45 22 8 1 31 69% 10 10 10 22% 4 9%
生物機能化学 34 21 4 25 74% 8 2 6 8 24% 1 3%
食料生産環境工学 27 19 19 70% 5 1 4 5 19% 3 11%

計 175 96 17 2 115 66% 47 2 2 43 47 27% 13 7%
19 応用動物学 28 18 5 23 82% 4 4 4 14% 1 4%

植物資源学 43 18 3 21 49% 20 2 17 19 44% 2 5%
生物環境制御学 38 21 3 24 63% 12 5 7 12 32% 2 5%
生物機能化学 36 26 4 30 83% 6 3 3 6 17% 0 0%
食料生産環境工学 31 17 3 20 65% 10 1 9 10 32% 1 3%

計 176 100 18 0 118 67% 52 3 8 40 51 29% 6 3%
全合計 1041 569 100 9 678 65% 282 13 54 214 281 27% 81 8%

進学者数 就職者数
年度 学科名

卒業
者数

大学院
その他

その他(未定
等)

学部学科別卒業者の進路状況（平成14年度～平成19年度）

就
職
率官公庁 民間企業 計計

進
学
率

就職
希望
者数

大学・研
究機関
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Ｑ１ この授業にどれくらい出席しましたか

30%～50%
1%

30%未満
1%50%～70%

5%

70%～90%
16%

90%以上
77%

Ｑ２ 授業中の受講態度はどうでしたか

非常に
積極的
24%

どちらかとい

えば積極的

44%

どちらとも
いえない

22%

どちらかとい
えば積極的

でない
8%

全く積極的
でない
2%

Ｑ５ 授業中の説明などで授業の到達目標が明確に

示されていましたか

そう思わない

4%

どちらかとい

えばそう思わ

ない

6%

どちらとも言

えない

24%

どちらかとい

えばそう思う

34%

そう思う

32%

Ｑ６ 授業中の説明などで成績評価の方法・基準が
明確に示されていましたか

そう思わない
4%どちらかといえ

ばそう思わない

7%

どちらとも言え
ない
20%

どちらかといえ
ばそう思う

31%

そう思う
38%

Ｑ１０ 授業中の板書・ＯＨＰ・ビデオ等の説明媒体は見や

すく、学習促進に有効でしたか

そう思わない

4%

どちらかといえ

ばそう思わな

い

8%

どちらともいえ

ない

21%

どちらかといえ

ばそう思う

35%

そう思う

32%

Ｑ１２ 授業はよく理解できましたか

そう思わない

5%
どちらかといえ

ばそう思わない
9%

どちらともいえ
ない

23%

どちらかといえ

ばそう思う

42%

そう思う

21%

Ｑ１３ この授業を受けて当該分野への興味・関心が
増しましたか

そう思わない

4%
どちらかとい

えばそう思わ
ない

7%

どちらともい

えない
20%

どちらかとい

えばそう思う
35%

そう思う

34%

Ｑ１５ 総合的に判断して、この授業を５段階で評価してください

有益ではな

かった

3%

どちらかといえ

ば有益ではな

かった

2%
どちらともいえ

ない

15%

どちらかといえ

ば有益であっ

た

40%

有益であった

40%

《資料 25：平成 18 年度授業アンケート結果》
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(２)分析項目の水準及びその判断理由
(水準 ) 期待される標準を大きく上回る。

(判断理由)

学生が在学中に身に付ける学力や資質・能力については，最終学年への進級率及び卒業

率が 90％以上あり，定められた能力を獲得していると言える。

また，授業アンケートの結果から，農学部の学生の 70～80％は自主的に授業に参加し，

積極的に知識の修得に努めていること，受けた授業から当該分野への興味が強まり，授業

は有益だったと答えていること，さらに大学院への進学率が 65％と勉学に励んだ学生とほ

ぼ同率であることから，学業の成果は期待される水準を大きく上回ると判断する。
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分析項目Ⅴ 進路・就職の状況

(１)観点ごとの分析

観点 卒業(修了)後の進路の状況

(観点に係る状況)

平成 15～ 19 年度の卒業後の進路は分析項目Ⅳの《資料 24（p21－23）》に示した。卒業

生全体の 65％が大学院への進学，27％が就職である。進学者の 84％は本学大学院への進学

である。就職先は各学科の教育目的や履修体

系によって大きく異なり，大学を含む研究機

関や官公庁，民間企業まで幅広く就職してい

る。平成 15～ 19 年度の卒業生の就職先を《資

料 26》に示すような業種に分類すると，本学

部の特色を生かした食品系及び化学系製造

業，並びに公務員(各県に存在する農林水産

系の行政及び試験機関を担当する地方公務

員，農林水産省と特許庁を主たる就職先とす

る国家公務員，農林水産系の試験機関である

独立行政法人等を合わせたもの)として就職

する学生が多いという特徴がある。また，農

業関係への就職が５％程度あること，農学の

基本理念である「From Farm to Table」を実

践する食料生産システムに不可欠な流通及び

情報関係への就職が各々７～８％あることも

特徴である。

平成 19 年度までの本学部には生物・化学系

の４学科(応用動物学科，植物資源学科，生物

環境制御学科，生物機能化学科)と工学系の食

料生産環境工学科があるため，各々の就職状

況を調査した結果が《資料 27》と《資料 28》

である。生物・化学系の特徴は学部全体の特

徴と似ており，食品系及び化学系製造業に就

職する学生が多い。応用動物学科と生物機能

化学科では食品衛生管理者，食品衛生監視員

の資格が取得でき《資料 29》，これらの資格

を活かした就職先となっていることが窺える。

工学系の中で地域環境工学系では,測量士補

の資格《資料 30》が有用な公務員と建設系へ

の就職率が高く，バイオシステム工学系では

機械や情報系企業への就職率が高い。なお，

工学系では JABEE による技術者教育課程認定

を獲得している。

また，本学部では中学校理科・高校理科あ

るいは農業の教員免許の取得が可能である

《資料 31》。過去４年間の教員免許取得状況は《資料 32》のとおりである。
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《資料 26：卒業生の進路(全体)》
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《資料 27：卒業生の進路(生物・化学系)》
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《資料 28：卒業生の進路(工学系)》
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《資料 29：学生便覧 p.154》

《資料30：学生便覧p.158》

３ 測量士補の資格について

測量士補の資格取得に関する科目履修要項は食料生産環境工学科地域環境工学プログラ

ム修了要件と同一です。地域環境工学プログラムを専攻し食料生産環境工学科を卒業した

学生は，全員，卒業と同時に測量士補の資格を取得できます。地域環境工学プログラムの

修了要件が測量士補の申請要件となります。

測量士補となるためには，申請者自身が，測量士補登録の手続きを行わなければなりま

せん。日本測量協会のホームペ－ジ（http://www.jsurvey.jp/）にアクセスして，登録処

理に必要な書類を用意し，登録申請を行って下さい。

必要書類は，

＜測量士補登録手続きの場合＞

１．登録申請書（取寄せ経費がかかります）

２．卒業証明書

３．成績証明書

４．登録通知書送付用封筒

他に，登録免許税が課税されます。
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《資料 31：学生便覧 p.141》

《資料 32：教員免許取得状況》

中学校一種

(理科)

高等学校一種

(理科)

高等学校一種

(農業)

合計

平成 16 年度 2 3 2 7

平成 17 年度 3 12 0 15

平成 18 年度 1 12 4 17

平成 19 年度 2 7 1 10

観点 関係者からの評価

(観点に係る状況)

平成 19 年度には卒業生・企業へのアンケート調査(卒業生の送付数／回答数＝105 名／

25 名，修了生の送付数／回答数＝147 名／53 名，企業への送付数／回答数＝73／55，《資

料 33，34》はその抜粋)を実施した。卒業生に対する結果から，全体評価では学部の教育

研究の内容については約 90％の卒業生が評価できる(表中「高く評価できる」と「どちら

かというと評価できる」の合計，以下も同様)と回答している。同様に個別評価では講義に

よる基礎学力は 77％，講義の先端性は 64％，実験による基礎学力は 69％，卒業研究を通

じて得た観察力や論理的思考能力は 80～84％の卒業生が評価できると回答している。

一方，企業に対するアンケート調査では，専門知識を評価した企業が約 80％，論理的思
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考能力を評価した企業が約 90％，社会人としての適性を評価した企業が約 93％になった。

更に，論理的思考能力のうちで優れている点として挙げられているのは，理解力が 85％と

高いが，分析力は 50％弱と評価が低くなっている。問題解決能力は「優れている」と「不

足している」がほぼ同率(約 30％)であり，企業によって評価が分かれた。

《資料 33：卒業生へのアンケート結果（抜粋）》

卒業生によるアンケート結果

Ⅰ．全体評価 割合
１．高く評価できる 16.7%
２．どちらかというと評価できる 73.1%
３．どちらかというと評価できない 10.3%
４．明らかに評価できない 0.0%
無回答 0.0%

Ⅱ．個別評価
１．高く評価できる 14.1%
２．どちらかというと評価できる 62.8%
３．どちらかというと評価できない 23.1%
４．明らかに評価できない 0.0%
無回答 0.0%
１．高く評価できる 10.3%
２．どちらかというと評価できる 53.8%
３．どちらかというと評価できない 32.1%
４．明らかに評価できない 1.3%
無回答 2.6%
１．高く評価できる 14.1%
２．どちらかというと評価できる 55.1%
３．どちらかというと評価できない 29.5%
４．明らかに評価できない 0.0%
無回答 1.3%
１．高く評価できる 39.7%
２．どちらかというと評価できる 44.9%
３．どちらかというと評価できない 15.4%
４．明らかに評価できない 0.0%
無回答 0.0%
１．高く評価できる 33.3%
２．どちらかというと評価できる 47.4%
３．どちらかというと評価できない 17.9%
４．明らかに評価できない 1.3%
無回答 0.0%
１．高く評価できる 25.6%
２．どちらかというと評価できる 44.9%
３．どちらかというと評価できない 24.4%
４．明らかに評価できない 5.1%
無回答 0.0%

５）卒業研究や大学院での研究等を通じて体得
された観察力は，社会に出てから役に立ってい
ると評価できますか。

６）卒業研究や大学院での研究等を通じて培わ
れた論理的な思考能力は，社会に出てから役に
立っていると評価できますか。

７）卒業研究や大学院での研究等を通じて得ら
れたプレゼンテーション能力は，社会に出てか
ら役に立ちましたか。

卒業・修了して社会人として活動されている
現在，かつてご自身が受けられた農学部・自然
科学研究科（農学系）での教育・研究を振り
返った際に，その内容について全体的にどのよ
うに感じられていますか。

２）学部・研究科で受けた講義によって培われ
た基礎的な学力について，社会に出てからどの
ように感じていますか。

３）学部・研究科で受けた講義の先端性につい
て，社会に出てからどのように評価しています
か

４）学生実験・実習等を通じて得られた基礎的
学力・技術力について，社会に出てからどのよ
うに評価していますか。
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《資料 34：企業へのアンケート結果（抜粋）》

企業によるアンケート結果

1. 学力について 割合
１．高く評価できる 21.8%
２．どちらかというと評価できる 56.4%
３．どちらかというと評価できない 14.5%
４．明らかに評価できない 0.0%
無回答 7.3%
１．高く評価できる 27.3%
２．どちらかというと評価できる 65.5%
３．どちらかというと評価できない 5.5%
４．明らかに評価できない 0.0%
無回答 1.8%

2. 論理的思考能力について
１．高く評価できる 40.0%
２．どちらかというと評価できる 50.9%
３．どちらかというと評価できない 9.1%
４．明らかに評価できない 0.0%
無回答 0.0%
ａ．理解力 85.5%
ｂ．判断力 27.3%
ｃ．観察力 34.5%
ｄ．分析力 47.3%
ｅ．問題発見能力 21.8%
ｆ．問題解決能力 29.1%
ａ．理解力 1.8%
ｂ．判断力 14.5%
ｃ．観察力 3.6%
ｄ．分析力 3.6%
ｅ．問題発見能力 18.2%
ｆ．問題解決能力 30.9%

3. 社会人としての適性について
１．高く評価できる 40.0%
２．どちらかというと評価できる 52.7%
３．どちらかというと評価できない 5.5%
４．明らかに評価できない 0.0%
無回答 1.8%
ａ．積極性 30.9%
ｂ．礼儀正しさ 52.7%
ｃ．真面目さ 83.6%
ｄ．明るさ 32.7%
ｅ．素直さ 50.9%
ｆ．忍耐力 34.5%
ｇ．行動力 27.3%
ｈ．表現力 12.7%
ｉ．指導力 9.1%
ｊ．説得力 10.9%
ａ．積極性 20.0%
ｂ．礼儀正しさ 3.6%
ｃ．真面目さ 0.0%
ｄ．明るさ 0.0%
ｅ．素直さ 3.6%
ｆ．忍耐力 9.1%
ｇ．行動力 16.4%
ｈ．表現力 18.2%
ｉ．指導力 29.1%
ｊ．説得力 32.7%

社会人としての適性についてどのように評価さ
れていますか。

評価できる点がありましたら，○をお付けくだ
さい。（複数可）

不足していると思われる点がありましたら，○
をお付けください。（複数可）

専門知識についてどのように評価されています
か。

論理的思考力についてどのように評価されてい
ますか。

優れていると思われる点がありましたら，○を
お付けください。（複数可）

不足していると思われる点がありましたら，○
をお付けください。（複数可）

一般常識についてどのように評価されています
か。
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(２)分析項目の水準及びその判断理由
(水準 ) 期待される水準を上回る。

(判断理由)

平成 15～19 年度の卒業生の業種別就職状況の分析から，本学部の特色を生かした食品系

及び化学系製造業と公務員に就職する学生が多いが，農業関係への就職や食料生産システ

ム全般に必要な流通・情報系への就職もあり，本学部の教育目的・人材育成の目標に沿っ

た教育の成果が上がっていると考えられる。

卒業生に対するアンケート調査では，学部の教育内容，基礎学力や技術力，論理的思考

能力，プレゼンテーション能力等において，評価できるとの回答が多数得られている。ま

た，企業に対するアンケート調査では，修得した専門知識と論理的思考能力は評価できる

との回答を多数得ており，在学中に修得すべき学力・能力・資質は学部の教育で十分に達

成できていると考えられる。

以上のことから，進路・就職の状況は期待される水準を上回ると判断する。
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Ⅲ 質の向上度の判断

①事例１「JABEE 認定の取得」（分析項目Ⅱ）

（質の向上があったと判断する取組）

食料生産環境工学科は，平成 16 年度に JABEE の審査を受け，農業工学関連分野の地域環

境工学プログラム及びバイオシステム工学プログラムとして基準に適合しているとの認定

を獲得している。現在,修習技術者の資格を持つ教員１名(JABEE 認定後に資格取得)がいる。

プログラムの運用では，学生個人に対応するチューター制度，外部評価委員会や学生授業

改善委員会などを継続的に開催することにより，教育の質の向上を図った。この結果，初

期審査での課題を中間審査（平成 18 年度）までに改善し，平成 21 年度までの JABEE 認定

を受けた《資料 35》。

《資料 35：両プログラムでの改善例》

地域環境工学プログラム バイオシステム工学プログラム

初期審査 中間審査 初期審査 中間審査

Ａ(適合)の数 12 Ａ(適合)の数 8

Ｃ(懸念)の数 12 Ｃ(懸念)の数 16

内 要修正数 8 Ｃ→Ａの数 6 内 要修正数 13 Ｃ→Ａの数 9

Ｃのまま 2 Ｃのまま 4

Ｗ(弱点)の数 4 Ｗ→Ｃの数 4 Ｗ(弱点)の数 4 Ｗ→Ａの数 1

Ｗ→Ｃの数 3

②事例２「教育研究の国際化」(分析項目Ⅱ)

(質の向上があったと判断する取組)

学生や社会からの教育研究の国際化への要請に対応して平成 17 年度に採択された文部

科学省の大学教育の国際化推進プログラム「アジア農業戦略に資する国際連携教育の推進」

は，年次進行に伴い海外演習への参加者数増加（ベトナム：平成 17 年度 25 名，平成 19

年度 39 名）し，海外演習の報告会も充実してきている《資料：36》。さらに平成 17 年度か

ら学部共通科目として毎年新しい国際化講義科目を充実（平成 17 年度：アジア農業戦略入

門，平成 18 年度：農業技術外国語演習，平成 19 年度：国際動植物防疫）してきた。

学部教育における本プログラムの実績が，大学院博士後期課程やポスドクを対象とした

日本学術振興会の「平成 19 年度若手研究者インターナショナル・トレーニング・プログラ

ム「食糧危機に備え資源保全を EU に学びアジアに活かす国際農業戦略の実践的トレーニ

ング」の採択につながっており，国際的に活躍が可能な若手研究者の養成の取り組みは外

部機関から高く評価されていると言える。
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《資料 36：平成 18 年度 神戸大学農学部「アジア農業環境海外演習」報告書》
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③事例３「学部共通（導入）教育及び地域連携教育への貢献」(分析項目Ⅱ)

(質の向上があったと判断する取組)

本学部では，その特徴でもある「食料・環境・健康生命」に関する学部共通（導入）科

目「食の倫理」と「緑の保全」を平成 16 年度に開講し，平成 18 年度には全学科で必修化

した。なお，平成 19 年度には両講義科目の教科書を作成している。また，平成 18 年度か

ら兵庫県農林水産部の幹部らによる連携講義「兵庫県農林水産行政論」の実施《資料 36》，

平成 19 年度から本学部と篠山市との連携教育「農業農村フィールド実習（通称：黒豆プロ

ジェクト）」の実施《資料 37》により地域連携教育を推進している。

《資料 37：連携講義実施スケジュール》

平成１９年度神戸大学農学部と兵庫県農林水産部との連携講義「兵庫県農林水産行政論」実施スケジュール

（実施期間：平成１９年１０月５日～２月８日 実施回数：１５回）

回数 月日 時 刻 講義テーマ 講 義 内 容

13:20～14:05 全体概要・講義の進め方 神大農学部教授 加古敏之
連携講義の目的、テーマ、進め方（単位の認定方
法、レポートのテーマ・作成方法・提出期限等）等
の説明。学生への予習方法等の指導。

14:05～14:50
県の農林水産振興施策
の概要１

農林水産部長 西村良二
農林水産部の施策全般を『ひょうごの「農」第１
部』を用いて説明。（講義の中でコウノトリ野生復
帰活動紹介ビデオ等を利用）

2 10月12日 13:20～14:50
県の農林水産振興施策
の概要２

総合農政課長 矢花渉史

農林水産ビジョン2015の概要と施策体系を『ひょう
ごの「農」第２・３部」を用いて説明し、施策とは
何かといった施策論と実際の施策の立案方法や立案
上の留意点等を説明。

3 10月19日 13:20～14:50 農産物の安定生産１

4 10月26日 13:20～14:50 農産物の安定生産２

5 11月2日 13:20～14:50 畜産物の安定生産１ 畜産課長

11月9日

6 11月16日 13:20～14:50 畜産物の安定生産２ 畜産課長

7 11月30日 13:20～14:50 農畜産物の加工・流通 消費流通課長 金川良夫
県内の農畜産物加工品の特色や農畜産物の流通実態
等を説明し、県がめざす方向性とそのために進めて
いる施策を説明。

8 12月7日 13:20～14:50 農業の担い手支援 農業経営課長 藤原道生
県内の農業の担い手の状況を説明し、県がめざす方
向性とそのために進めている施策を説明。

9 12月14日 13:20～14:50 優良農地の確保 農地整備課長 二位孝夫
県内の農地の状況を説明し、県がめざす方向性とそ
のために進めている施策を説明。

10 12月21日 13:20～14:50 農業技術の普及 普及教育課長 泉谷裕司
協同農業普及事業の内容や普及指導員の活動を説明
し、県がめざす方向性とそのために進めている施策
を説明。

11
12月25日
（火）

※振替日
13:20～14:50

農林水産を支える技術
開発

農林水産技術総
合センター次長
兼企画調整・産
学官連携部長

柳田興平
試験研究機関の取り組みを説明し、県がめざす方向
性とそのために進めている技術開発等を説明。

13:20～14:05 ワークショップの進め方 神大農学部助教 中塚雅也 ワークショップの進め方等を説明。

14:05～14:50 ワークショップ１

事前に学生が興味を持つテーマを選定して書かせた
レポートを基に、８～１０名程度のグループに分か
れて意見交換し、当該テーマを推進するための施策
を討議。（県関係職員が助言者としてサポート）

1月18日 （入試で休講）

13 1月25日 13:20～14:50 ワークショップ２
ワークショップ１の続き（事務局スタッフでサポー
ト）

13:20～14:50

15:10～16:40

15 2月8日 13:20～14:50 施策発表・意見交換
グループ討議の結果報告と意見交換。県のコメン
ト。

同上（県関係職員が助言者としてサポート）

県内の農産物の特色や生産状況等を説明し、県がめ
ざす方向性とそのために進めている施策を説明。

県内の畜産物の特色や生産状況等を説明し、県がめ
ざす方向性とそのために進めている施策を説明。

渡邊大直

助言者（農林水産部関係係
長等職員）
事務局（加古教授、中塚助
教、総合農政課職員）

事務局（加古教授、中塚助
教、総合農政課職員）

（大学祭で休講；希望者のみで現地学習会を実施）

司会（加古教授）
コメンテーター（杉本農政
企画局長、伍々農林水産局
長、矢花総合農政課長

助言者（農林水産部関係係
長等職員）
事務局（加古教授、中塚助
教、総合農政課職員）

12 1月11日

14 2月1日

ワークショップ３
（３・４限２コマ使用）
※４限目は授業のない
学生で実施

講 師

1 10月5日

農産園芸課長 島原作夫



神戸大学農学部
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《資料 38：シラバス（抜粋）》


